
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎担い手支援チームが本格的に活動開始 
ＪＡ新ふくしまでは、担い手農家を支援する

チーム「ＡＳＴ（アスト）」を営農部農業振興

対策室に新設、３月３日から本格的に活動を始

めました。県内ではＪＡすかがわ岩瀬の担い手

支援チームに続いで二例目になります。 
 担い手支援チームは室長を含め６人で構成

されており、これまでの営農企画課の業務に加

え集落営農、担い手づくり支援等、地域農業の

振興のため営農相談・支援・指導を個別にかつ

総合的におこなう。スタッフには営農、金融、

購買などの経験がある職員が配置され、一人当

たり１７０戸程度の担い手農家を担当する。一

日当たり１２戸で月１回以上担い手農家を訪

問し、農家からの要望や経営状況などの情報を

集める。現場農家から得られた情報は速やかに

訪問日報に記入し室長に提出。対策室で分析・

共有し、技術的な指導だけでなく、生産や販売

など総合的な指導を行う。営農指導だけでなく

他部門横断的な事案・事象により総合連携会議

を開催し他部署と連携しながら対処する。生産

指導など農家の悩み、要望事項の解決策などを

考え、早急に（２営業日以内に）回答する。 
 

 

 
 
 チームの進発式が同日、福島市農業サポート

センターで行われ、担当者代表からはＪＡ職員

が「組合員との新しい関係構築を図り、ＪＡ改

革の一端に役立つよう努力します」と決意表明

しました。 
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【担い手担当】 

①個別対応農家を定期的に訪問し、相談業

務を行う。 

②個別対応農家のニーズを徹底的に分析

し、ニーズにあった情報の提供を行う。 

栽培品目ごとに具体的支援策を設定 

③営農指導員との連携により対象農家の個

別対応を行う。 

《具体的活動》 

１）生産資材（肥料・農薬・生産資材）の

取扱拡大に向け資材の提案を行う。 

２）各推進品目作付けの誘導を行う。 

３）各種申告書類・申請書の作成応援 

４）個別対応農家訪問の際の目的の明確化

のための情報の収集（栽培品目・家族構成

ｅｔｃ） 

５）各種指導会・研修会等への参加 

④営農情報提供および経営・税務相談 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＪＡみちのく安達の油井管内の梨子木地区

に 1 月 28 日梨子木集会所において 19 戸の生

産者による、梨子木営農改善組合設立総会が

開かれ、初代組合長に佐藤市郎さんが選任さ

れました。来賓には佐藤清吉二本松市安達支

所農政課長、土屋友充安達農業普及所長、鈴

木賢一 JA 常務理事が出席しました。 

 当地区は水稲プラス畑作（あさつき・きゅ

うり・ピーマン・トマト等）の営農体型でこ

れまで農業経営を継続されてきています。し

かし近年後継者問題、経費削減の実践策等課

題が出てきたことから、組合組織としての今

後の農家経営を支えていく基になることが期

待されます。 

 今後は、昨年担い手組織として立ち上げた

農事組合法人梨子木ライスセンターを中心と

して裏荘集落・持東林集落・根岸集落の担い

手組織と連携した新たな取り組みも強化して

いく予定です。これらの組織ができあがると

約１００㌶に及ぶ集落営農が完成する。 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＪＡいわき市では１８年５月８日に本店の

事務所移転に伴い、いわき市とのワンフロア

化により担い手支援・集落営農組織推進を図

ってきました。これまで地域担い手の育成や

集落営農の育成のため集落営農塾・経営セミ

ナー・先進地視察研修・交流大会（ミュージ

カル開催・シンポジューム等）・スッテプアッ

プ講座・アクションサポート会議など数多く

の事業を展開してまいりました。また、品目

横断的経営安定対策への加入推進や申請手続

きなど、国策の緊急対策事業にも取り組みな

がら、一方では、地域農業発展のために、農

用地利用改善組合の設立支援や重点集落に対

し毎月定期的に、ＪＡ・市・県など一丸とな

り集落座談会を開催してきました、法人設立

検討会を４月からはじめ、秋の収穫後には、

月２回以上の集落での検討会等を開催し、来

る３月２６日には設立登記に至るまでになり

ました。その結果、三和町の永井地区では米

＋大豆＋ソバを中心に、四ツ倉町大野第一で

は米＋大豆＋イチゴ＋ブロッコリーでの法人

ができる予定である。今後は、本店に新しい

ＪＡ支援センター事務所ができ、支援センタ

ー長や課長などの体制整備がなされたことか

ら、さらにいわき市の地域農業振興が図れる

と期待されます。 

「梨子木営農改善組

合」が設立された 
農用地の総合的な利用と農作業

の効率化を目指 
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課長 安斎基司男 

 
いわきワンフロアー２年
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